
（125）

ヌルデ・イスノキタンニンの紫外部吸収スペクトルについて

岸 本 潤　　（鳥取大学農学部林産製造学研究室）

On　the　Ultraviolet－absorption　Spectra　of　Tannins　Contained　in　R加s

　　　　　　元αηα7μ6αL．andヱ）‘5彦yZ斑7πταε6〃zo3¢〃z　SIEB．　et　Zucc．

Jun　KISHIMOTO

（Laboratory　of　Forest－product，　Facuky　of　AgricultuΣe，　Tottoτi　UniveΣsity）

1961司巨2月28日受理

　　　　　　　　　ま　え　が　き

　木本植物中のタンニン類について，紫外部吸収スペク

｝ルを測定しこれより吸収曲線を描いてHフ較すると，タ

ンニン類の種類に応じて異同がみとめられる。

　タンニン類は決して単純な構成から成るものでないか

ら吸収曲線といえども，やはり多数のタンニン組成分の

各吸収の加成されたものと考えるべきである。

この場合この吸収に関与する組成分が全部タンニンであ

ることの立証はできない。

　しかし筆者りの実験によると，タンニンエキス（含非

タンニン質）を皮暫吸着させてみた場合，その吸収スペク

トルは吸着前に特有の傾同を示したものが，吸着後はそ

の特有性を消失した。この事実により少なくとも，この特

有吸収に関与している物質群はタンニングの能力のある

物質（皮質に吸着する）であることが明らかである。タン

ニングマテリアルがすなわち，定義上一括されて所謂タ

ンニンと称ぜられているのであるから，筆者はタンニン

エキスの示す特有吸収曲線を一応該タンニンの特有吸収

曲線とみなして考察を進めて大過はないものと考える。

　さて，タンニン類はいろいろな分類法力妨るが，化学

構造に拠つているもので普通に用いられるものは，PeF

kin－Everestの分類法である。これはタンニン類を加水

分解型と縮合型にに分け，前者を更に二分してデプシッ

ド型とエラーグ型に分けるものである。勿論この分類法

からはみ出すものもある。この3大別に拠つて，それら

の中から比較的研究の進んでいるものであるヌルデ五倍

子タンニン，カシワ樹皮タンニン，ワツわレ樹皮タンニ

ンをえらんで，吸収曲線を調べてみると，きわめて明確

な傾向のちがいがみられる2）。すなわち化学構造の顕著

に異なるタンニンは，吸収曲線型も顕著に異なるのであ

る。加水分解性デプシツド型の代表的なタンニンである

ヌルデ五倍子タンニンは，古くより多数の研究者により

鳥農学報，X皿

研究され多くの知見があげられている3）。しかし，ヌル

デ自体の各部位に含まれるタンニンについては，あまり

つまびらかにされていない。さらにイスノキのタンニン

については，さらに不明である。

　そもそもタンニン類については，樹種によりタンニン

の性質は，相異するのみならず，同一樹種でも各部｛立に

より，その性質を異にすることが指摘4）されている。筆

者もワットルについてその事例を認めている。

　筆者5）はそれらの樹体各部位のタンニンを比較して，

樹皮のタンニンがその樹種の特有吸収をもつともよくあ

らわす事実を認めたので，この部位について百数十種の

樹種を集め，紫外部吸収をとつて比較してみた。その

際，ヌルデ樹皮とイスノキ樹皮は，他のそれぞれ異る傾

向を示す多数樹皮試料中で，目立つて酷似する傾向を示

した。植物分類学上同科に属するわけでなく，必ずしも

類縁的といえないこの両樹種に認められるこの類似性は

何を意味するものか強く関心をそそられたのである。し

かも両樹は共に五倍子着生樹種である点も興味深い。

　この聞の事情について吸収スペクトル的に検討して，

何らかの新しい知蒐が得られるものと期待して，ヌル

デ，イスノキ両樹の各部位，及び各五倍子をとり比較し

てみた。その結果きわめて示唆にとむ吸収スペク｝ル的

傾向がみられたので報告する。

　実験　供試材料はRゐ泌」α汲痘6αL．（ヌルデ）及び

Z）‘∫ξy》拠切mεε〃20sμ勿SIEB．et　Zucc．（イスノキ）の

両樹種，それぞれ着生五倍子を含む。ヌルデは鳥大農学

部構内試験用植栽樹（7年生）イスノキは烏大農学部構

内庭樹（推定30年生）である。おのおの葉，樹皮，材を採

取しヌルデの五倍子は，鳥取市東町長田神社境内で採取

した所謂ヌルデノミミフシである。イスノキ五倍子は津

山市山北で採取したイチジク状の大形虫嬰である。（葉

上につく直径5～10mmのものもあるがこれは使用しな
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かつたぴ

　以上合計5試料を供試材料とした。採取跨期は9月～

1◎月の候である。風乾保存した材料を粉砕し，蒸溜水で

50°Cに保ち一夜抽出し抽出液をCO2気流中で減圧濃

縮し，真空乾燥して測定用試料とした。測定溶媒には

pH2．G，4．0，10．0の緩衝液を用い，0、001％の全瞳形

物濃度に稀釈し220mμ～320mμの紫外域を測定した。

　　緩衝液組成

　　　　　pH2．0；　N／10塩酸11．90cc十塩化カリ　　　　｛

　　　　　　　　　44．G5cc→水100cc

　　　　　pH4．0；N／1◎酢酸：N／10酢酸ソーダ（8：2）

　　　　　pH1°・°；（躍雷蹴鑑9晋、55、一メ、

　　　　　　　　　　5。。ccの25cc）一水…cc

測定は常法により，測定結果の記録は透選度T％で行

つた。これより吸収曲線の描写は，－10gT値を求め，

さらに一1◎gT＝Kとおき1◎gK値を求め，この数値

によつて描いた。

　この数値による吸収曲線は，濃度の変化による変向が

ないのでタンニン類の如く，厳密な蚤度を規定できぬ試

料を比較するときは，好都合である。さらに吸収曲線の

傾向を正しく把握し比較に便するためにとくに，第1表

の如く？項目の数値，傾向をしらべて検討した。

　　　　　　・結果および考察

　実験結果は，第1表の通りでこれを図示すれば第1図

一第8図の如くになる。表及び各図によつて明らかなよ

うに，ヌルデ，イスノキ両樹’およびそれぞれの五倍子の

吸収曲線の傾向は，単に樹皮タンニンだけの類似性に止

まらず，全面的に極めて酷似する傾向が認められた。

　勿論まつたく同様とはいえないが，これを他のタンニ

ン類の傾向と比較すると両樹の類似性が一層はつきりす

る。

第1表　ヌルデ，イスノキの各部位および王〔倍子の吸収スペク｝ル
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第1図　ヌルデ樹皮タン

　　　ニンの吸収曲線
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第2図　ヌルデ材タンニ
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第7図　イスノキ葉タンニ
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第3図　ヌルデ葉タンニ　　第4図　ヌルデ五倍子タン
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第5図　イスノキ樹皮タン　　第6図　イスノキ材タン

　　　ニンの吸収曲線　　　　　　ニンの吸収曲線

とくに共通的な点をあげると，極4、点がつよく浅色移動

していること（これは多くのタンニンで観察した結果S）

ではデプシド型タンニンの吸収曲線の傾向として目立つ

性質である）。△10gKc（10gKmax・－log　Kmi⇒が

大きい数値を示すこと，極大点より長波長域の曲線型が

上に凸型を示すこと，等である。

　pH2．0の吸収曲線について（タンニン類の吸収曲線

は酸性側では，おおむね安定でありとくに低pH値の場

合，特有吸収は強調される傾向がある。）8試料それぞれ

の傾向を検討すると，樹皮は極大点，極小点両樹種とも

にほざ一致した位置にあり，△1◎gKA（10gK220mμ一

10gK320mμ）△10gKB（10gK220mμ一10gKlnin．）△10g

Xc（王ogKlnaX．－10gKmil1．），の値も大差がない。また

極大点より長波長域の曲線型も上に凸である。材は極大

点は樹皮に比しあまり変らないが極小点は，両樹種とも

に浅色移動し同じく243mμを示し，吸収滋長巾は従つ

て樹皮より広くなつている。

　△10gKA，△10gKBは近似するが，△10gKCはヌルデ

0．24，イスノキ0．32でイスノキが少し大きい数値を示

す。葉は両樹種とも極大点が樹皮より少し浅色移動し，

極小点は深色移動する結果波長巾はせまくなる傾を向も

つが，とくにヌルデの場合は非常に狭くなり19mμを

示す。ヌノレデ五倍子の吸収波長巾の35mμに比べると

きわめて狭レ、〇

　五倍子はヌルデの場合極大点の深色移動がみられる

が，イスノキの場合には，その傾向は認められない。こ

れに対し極小点の方はヌルデは材の場合と同じ243mμ

を示している外，イスノキは240mμへ浅色移動してい

る。しかし両五倍子とも，他の部位に比し吸1収波長巾

は，大きくなる傾向をもつ点で同じ挙動を示すというこ

とができる。また△10gKcの値も全試料中両五倍子の示
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すものが，目立つて大きい。

　　このように両樹種の各試料の吸収スペクトル的傾向は

一般的な特徴として類似する上に，おのおのの部1立をと

つて見ても，其の傾向の消長がよく似た挙動を示すこと

が認められたのである。従つてこれ等2樹種は，混在成

分の質的，量的関係は多少の差はあつても主成分の性

質，含有量はそれぞれきわめて近｛以していることがうか

がわれる。

　吸収スペクトルにあらわれた両樹種各部位のこの傾向

は，その含有成分とくにタンニングマテリアルの消長に

重要な関連があると考えられる。

　またこれ等抽出物中に含まれる多数の組成分中，紫外

部に吸収をもつ主要な成分は，すくなくとも其の基本構

造において，極めて近似な性格をもつことが推察される。

　しかも両樹種に存在する近似性は，特定部位に限らず

樹体全域にあるものの如く観察される。樹体の部位によ

る差は一般に言われておるし，筆者もワットルで，部位

によつて極めて明確な差を認めたので，この傾向は，格

別注目に値する傾向のように思われる。

　W田TEとその共同研究者6）は，五倍子タンニンの2次

元ペーパークロマトグラフイーで5個の成分を見出し，

中林，波田7）もこれを認め，W田TE　8），　KINGおよび

WHITE　9）は上記5個中3個すなわち，ガリツクアシツ

ド，メタガリツクアシソド，ペンタガロイルグルコース

を同定している。

　上述のように吸収スペクトル的傾向から考えると，五

倍子タンニンのみならず，ヌルデ樹体中のクンニンもこ

れ等の五倍子の研究によつて検討された組成分が，其の

構成に参加していることは充分考えられるところであ

る。ガリツクアシツドの傾向がヌルデ五倍子およびイス

ノキ五倍子の傾向にとくに近似していることは，この間

の消息を推定する有力な拠点となるものである。

　イスノキタンニンは，化挙構造的究明はまつたく行わ

れていないが，このような吸収スペクトル的近似がある

ことより，ヌルデ五倍子によつて閲らかにされつつある

加水分解性デプシド型タンニンの構造的知見が，その究

明のために大いに役立つものと推定される。

　両樹および両五倍子のこのような吸収スベクトル的知

見から，更にここに興味ある推察を行なうことができる。

　すなわち，ヌルデ，イスノキ両樹種にアブラムシ科の昆

虫である所謂五倍子虫が着生しそれぞれ虫嬰を形成する

現象も，両樹種に五倍予虫の着生に好適な条件の満足が

あるため起るものであること，そしてその条件は吸収ス

ベク｝ル的｝と捕捉された上記組成分に関係があること，

しかも，その条件は両樹種ともに類似の内容をもつ条件

であると言う点である。そして，五㌔子虫は彼等の営みに

よつて，従来考えられているように樹体内の物質から全

く別の新しい物質（虫嬰）を作り上げるものではないこ

とが示唆できる。少くとも吸収スペクトル的には，きわ

めて類似な物質を虫嬰として単に集積しているにすぎな

いことが推察される。

　五倍子虫はその世代交番に必要な栄養物質をこれら両

樹に求め虫嬰として蓄積しているだけでそこに積極的な

新物質の創造はなく，あれば貯蔵のための簡単な附加的

変化があるものと思われる。タンニン物質に限定する

と，これら虫ニタンニンは明らかに五倍子虫によつて新

しく作られた形跡はなく，すでに着生樹白身の本来保有

していたタンニンの異常累積体としか考えられないので

ある。

む　　す　　び

　紫外部吸収スペクトル的にヌルデ，イスノキタンニン

を調査すると，両者の傾向はきわめてよく類似している

ことがわかつた。これは他の多くのタンニン類の中でと

くに目立つ傾向である。これ等両樹種に着生する五倍子

タンニンを比較するとやはりよく類似している。それぞ

れの樹種の各部位と五倍子のタンニンとの間にも，つよ

い近似性が認められたことは注目に値する。これによつ

て，五倍子虫の栄養生理的嗜好の共通性がうかがわれる。

　以上の観察より，虫星タンニンは昆虫の刺傷による新

しい創造物ではなく，本来着生樹体中に存在していたタ

ンニソが昆虫の働きにより単に集積されたものであると

いう推定が成り立つ。
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s田且mary

◇

　　It　was　shown　that　the　tannins　of　Rん誕5」αη醜《cαL．　and　D‘∫妙存μmアα6尻o∫μ7πSI£B．　et　Zucc．　kad　a　s三m－

i］arity　in　ultraviolet－abs。エption　SPectra．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　And　the姪gal1一白mins　also　resembled　each　otheτ桓spectra．　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　Furthermore　speαra　sh。wed　a　simila煮ty　between血e　tanni苅s。f　each　p斑of　the　t丈ee胆d　its　gal1－ta加in．

It　was　suggested　that　the　ga11－insect　required　some　co斑mon　elements　for　theirロut亘tion　present　in　each　tree．

　　1油ferred《rom　fhese　facts　that凸e　gal1－tannin　was　a　meエe　accumulation　rather　than　a　product　by　insect

damage　tO　the　leaf　t三SSUeS．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．w


